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創
造
的
情
界
経
済
学
の
世
界
史
的
法
磁

第
八
十
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巻

第
四
号

。
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ー
ー
自
由
・
一
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愛
の
世
界
経
済
学
|
|石

JII 

血圧

川
造
的
世
界
経
済
学
な
る
も
む
の
諜
凪
L
論
理
と
士
更
に
明

b
か
に
せ
ん
が
た
め
に
、
人
知
史
の
時
代
的
発
展
的
山
川
浩
に
即
し
て
謀

、
.
、
、

思
乙
論
む
と
の
発
股
乞
全
般
的
に
見
ん
に
、
人
組
歴
史
士
一
貫
せ
る
疎
開
山
は
、
人
飢
の
解
放
と
云
う
こ
と
て
あ
り
、
人
類
歴
史
が
道
民

、
、
、
、
、

一
寸
パ
U

と

云

う

こ

と

は

、

こ

の

解

散

が

徹

底

し

行

く

こ

と

ゼ

あ

る

。

人

間

の

白

党

と

一

お

う

こ

と

で

あ

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
論
理
は
、

り
、
人
煩
歴
史
が
発
展
す
る
と
一
五
う
己
と
は
、
こ
の
人
間
白
白
川
甘
ん
が
徹
底
し
行
く
こ
と
て
あ
る
の
己
れ
ま
で
の
歴
史
士
見
る
に
、
人
聞

の
解
放
と
一
五
う
己
と
は
、
新
た
な
主
体
が
自
党
ナ
る
己
と
に
よ
っ
て
、
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
新
た
に
自
覚
せ
る
主
体
は
、
や
が
て
白
己

木
位
に
見
、
考
人
、
行
う
に
至
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
そ
の
主
体
が
自
我
的
と
な
る
が
故
に
、
そ
こ
に
新
た
な
対
立
抗
争
が
起
っ
て

米
る
己
と
と
な
り
、
モ
の
己
と
よ
り
人
間
に
対

F
る
新
た
な
圧
迫
が
生
じ
て
来
る
。
か
く
て
こ
の
圧
迫
よ
り
人
間
が
解
放
さ
れ
る
こ
と

ポ
淵
た
な
時
代
の
政
組
と
な

J

一
句
。
こ
の
一
課
題
は
更
に
新
た
な
主
体
の
悶
党
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
が
、
こ
り
新
た
な
主
体
は
、
や
が
℃

日
状
的
と
な
り
日
己
本
位
に
行
動
す
る
こ

C

と
な
る
の
そ
己
に
人
間
が
新
た
な
圧
迫
の
下
に
置
か
れ
る
。
か
く
し
て
圧
迫
田
発
生
と
モ



れ
か
ら
の
新
な
白
党
に
よ
る
解
放
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
、
人
間
の
歴
史
が
追
及
し
て
行
く
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
後
な
る
解
放
は
前
の

解
放
を
止
揚
し
て
解
放
は
更
に
徹
氏
し
行
く
と
共
に
、
後
な
る
自
覚
は
仰
の
日
党
主
前
提
と
し
こ
れ
を
止
拾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
覚

は
史
に
徹
底
し
行
く
の
で
あ
る
。
'
己
の
人
間
の
叶
一
界
K
4一
般
的
に
H
ん
ら
れ
る
も
の
が
、
経
済
刊
界
に
づ
い
て
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

先
ず
原
始
社
会
に
於
て
は
、
な
お
無
力
で
あ
っ
た
人
間
が
自
炊
紘
一
叶
の
暴
力
よ
り
圧
迫
さ
れ
て
台
り
、
と
れ
よ
り
の
解
放
と
一
五
う
と
と

が
当
時
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題
は
、
血
股
共
同
体
と
し
て
の
家
族
の
同
結
力
の
自
党
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て

家
族
的
な
経
済
が
支
配
的
と
た
え
と
の
血
民
共
川
体
と
し
て
の
主
体
的
門
党
は
、
そ
の
後
十
日
代
を
一
冊
以
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本

の
股
山
ん
に
つ
い
て
云
え
ば
、
平
安
問
時
代
に
至
る
ま
て
、
同
家
も
↑
大
凶
弘
氏
L

」
日
て
れ
に
近
刻
な
民
政
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
民
族
国
家
て

お
り
、
経
一
件
は
各
氏
族
の
荘
阿
川
士
正
体
と
し
て
行
わ
れ
た
。
十
H
悶
は
一
小
愉
不
入
を
原
則
と
し
て
そ
れ
白
井
が
権
力
並
に
経
済
単
位
て
あ

っ
た
が
政
に
そ
れ
は
'H己
本
位
心
主
体
と
な
っ
た
。
か
か
る
和
闘
の
集
合
と
し
て
の
祉
会
は
、
や
が
て
そ
の
全
体
の
秩
序
を
保
ち
叩
け
ざ

る
に
至
る
。
か
く
て
平
安
明
の
末
別
に
於
い
い
て
は
、
京
市
に
於
て
す
ら
白
界
悩
慌
が
仙
行
し
た
の
て
あ
っ

τ、
か
か
る
社
会
的
秩
序
白

混
乱
よ
り
の
解
放
と
一
戸
つ
こ
と
が
、
当
時
の
耕
一
凶
と
な
る
口
て
あ
る
。
間
欧
に
於
て
は
、
原
始
共
同
体
よ
り
の
発
肢
と
し
て
の
諸
民
族

。
大
砂
川
町
に
よ
る
社
会
的
秩
序
心
両
乱
よ
り
の
解
政
が
判
界
史
的
課
題
と
な
っ
た
。
己
の
混
乱
よ
り
の
解
放
と
云
う
こ
と
は
、
新
た
な

一
権
刀
全
自
覚
し
て
こ
れ
に
服
従
す
る
と
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
日
木
に
於
亡
は
、
鎌
倉
同
事
に
よ
り
武
力
の
長
と
し
て

の
将
軍
北
び
に
武
士
た
る
も
の
が
新
た
に

JH、
げ
凡
さ
れ
、
こ
れ
に
人
々
が
服
従
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
中
世
的
校
序
が
成
立
発
民
し

て
行
っ
た
の
で
あ
9
0

川
欧
に
於
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
法
土
に
よ
る
教
会
的
の
秩
序
と
神
型
ロ
マ
皇
帝
の
支
配
に
よ
る
帝
国
主
義

的
秩
序
に
よ
っ
て
対
た
に
巾
町
的
芯
世
界
秋
山
げ
が
作
立
す
る
こ

C

と
な
っ
た
υ

か
く
て
人
間
の
経
済
的
生
活
も
、
か
か
る
全
体
王
説
的

秩
序
の
規
制

ω
下
に
営
ま
れ
た
の
て
あ
て
こ
の
全
体
主
義
制
秩
序
の
下
に
あ
っ
て
、
商
業
の
発
注
は
封
建
制
主
に
よ
る
秩
凡
川
上
り
も

治
創
的
世
界
経
済
学
の
世
界
史
的
基
礎

第
人
十
一
巻

第
凹
月



創
造
的
世
界
経
済
学
の
世
界
史
的
器
開

第
八
一
九
】

四

第
凹
号

広
川
、
問
民
的
単
位
の
秩
序
の
安
定
を
ポ
る
に
ぞ
っ
た
。

か
く
て
十
五
世
紀
以
米
「
国
民
」
の
同
党
が
白
川
ま
ヲ
て
来
庁
が
、
先
ず
「
国
民

国
家
一
ふ
た
る
新
た
な
主
体
が
キ
リ
ス
ト
教
戒
び
に
ロ
マ
刊
悶
の
ふ
ナ
一
体
主
義
的
な
刊
界
状
序
上
り
解
放
穴
一
れ
る
に
一
至
っ
た
o

己
の
問
民

国
交
に
於
て
は
、
国
主
即
国
家
と
し
て
国
王
た
る
も
の
の
王
体
的
自
覚
が
支
配
し
で
お
り
、
こ
の
問
主
が
宿
問
強
兵
士
は
か
る
た
め
白

一
経
済
政
策
が
、
市
一
商
主
義
と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
一
っ
た
。
仏
問
の
ル
イ
十
四
冊
の
女
配
下
に
於
い
て
桁
わ
れ
た
コ
ル
ベ

l
リ
ズ
ム
な
る

も
の
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
D

h

T

が
て
個
人
的
な
自
覚
に
高
ま
っ
て
来
た
市
民
が
こ
の
専
政
的
君
主
主
主
体
と
す
る
霊
前

主
義
の
同
友
干
沙
的
経
済
政
滋
よ
り
の
解
放
J

ど
要
求
す
る
こ
と
が
課
題
と
な

U
、
ど
れ
が
何
々
人
の
利
己
的
な
自
覚
に
基
く
と
こ
ろ
の

日
発
的
実
践
的
な
活
助
に
よ
っ
て
、
解
決
さ
れ
た
。

m
く
て
悩
々
人
の
利
己
心
セ
町

Mmと
し
各
人
が
自
由
に
自
発
的
に
活
動
ナ
る
と
こ

一
ろ
の
何
人
主
義
社
会
な
る
も
の
が
実
現
し
た
。
ス
ミ
ス
の
『
凶
市
諭
』
が
こ
の
解
放
の

J

よ
め
の
学
問
的
自
党
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
五
う

ま
で
も
な
い
。
こ
の
個
人
主
義
的
社
会

r於
て
は
、
個
々
の
利
己
心
セ
原
理
と
す
る
自
由
な
自
発
的
活
動
に
よ
っ
て
生
政
手
段
が
未
曾

有
な
抱
旧
民
士
し
た
が
、
己
れ
を
自
己
の
利
益
の
た
め
に
利

A
す
る
資
本
家
階
級
在
る
も
日
以
沼
「
民
し
米
り
、
そ
の
支
配
の
下
に
無
産
者

，
m
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
階
級
的
圧
迫
よ
り
火
山
県
主
解
放
す
る
こ
と
を
新
た
な
時
代
の
課
題
と
し
、
無
産
者
全
階
級
的
自

党
に
尚
め
新
た
た
山
川
級
的
主
体
に
結
成
す
る
と
云
う
附
扱
的
自
党
の
諭
叫
に
よ
ヮ
て
こ
の
釈
迦
主
解
決
す
る
道
を
明

b
か
に
し
た
と
こ

一
ろ
の
一
も
の
が
、
マ
ル
ク
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
マ
ル
グ
ス
心
経
済
学
的
自
党
は
、

一
九
一
七
年
に
至
っ
て

ロ
ナ
ア
に
於
て
「
一
国
社
会

主
海
位
入
柑
」
と
し
て
実
則
し
た

Q

こ
白
学
問
的
自
覚
と
ヲ
〈
の
実
践
的
事
実
と
に
工
っ
て
、
無
産
者
階
級
主
主
体
と
す
る
階
級
運
動
が
各

国
忙
於
て
一
同
主
り
来
た

U
、
閏
内
的
に
国
際
的
に
平
等
化
セ
町
山
と
す
る
梢
組
心
事
件
が
起
っ
℃
来
た
。
こ
の
ロ
シ
ア
革
命
の
指
導
者

『
帝
国
主
義
論
』
に
於
て
、
資
木
主
義
世
界
芯
る
も
の
は
、
資
本
主
接
的
強
悶
が
弱
国
主
植
民
地
化
し
、

J

し
お
っ
た
レ
一
一

γ

は、

強
国
は
主
た
相
互
に
対
立
抗
争
す
る
と
こ
ろ
の
市
問
主
義
吐
界
に
発
民
し
て
行
く
も
の
て
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
更
に



「
国
家
と
革
命
』
に
於
て
、
社
会
主
義
平
命
の
一
国
主
義
社
会
革
命
と
し
て
の
道
主
明
む
か
に
し
た
。
か
く
の
如
〈
今
日
の
世
界
に
於

て
は
、
資
本
主
義
も
社
会
主
義
も
国
家
的
形
態
に
於
て
激
し
く
対
立
抗
争
し
て
い
る
。
故
に
己
の
世
界
に
於
て
支
配
的
に
働
い
て
い
る

も
の
は
、
国
家
主
投
的
自
党
て
あ
る
。
各
国
は
互
に
同
家
的
自
党
士
強
化
す
る
己
と
に
よ
っ
て
自
己
主
防
衛
し
、
更
に
自
己
の
国
際
的

利
益
士
追
求
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
世
界
は
国
家
主
義
世
界
て
あ
る
。
而
も
今
日
原
爆
的
環
境
に
於
て
各
国
が
国
家
的

自
党
に

2hv
て
自
固
木
位
に
対
立
抗
争
す
手
こ
と
は
、
全
人
類
の
壊
滅
を
奔
す
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
今
日
の
人
類
は

一
づ
り
運
命
共
同
体
に
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
人
絹
世
界
が
存
立
し
発
展
し
行
か
ん
が
た
め
に
は
、
今
や
そ
れ
を
全
滅
せ
し

め
ん
と
し
て
い
る

c
こ
ろ
心
暴
力
よ
り
人
類
士
解
放
し
た
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
こ
り
己
と
が
今
日
の
世
界
史
的
課
題
て
あ
る
。
こ
白
解

放
の
課
題
主
解
決
す
る
た
め
に
は
、
人
間
が
更
に
モ
の
自
覚
士
徹
底
せ
し
め
て
こ
れ
ま
で
の
主
体
的
自
党
よ
り
更
に
徹
底
し
て
世
界
的

一
自
党
に
ま
て
至
z

口
、
な
け
れ
ば
芯

b
友
P

D
て
あ
る
。
こ
の
世
界
的
目
覚
ζ

そ
今
回
の
世
界
史
的
課
題
を
解
決
す
べ
き
新
た
え
な
論
理
と
な

る
の
で
あ
る
。

西
田
哲
学
に
於
て
は
、
既
に
昭
和
十
六
年
に
、
次
の
如
く
云
ね
礼
て
い
る
。

っ
た
。
十
九
世
紀
は
国
家
的
自
党
D
国
家
主
義
時
代
即
ち
帝
国
主
義
的
時
代
で
あ
っ
た
。
併
し
今
日
は
世
界
的
自
党
の
世
界
史
的
時
代

に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
如
何
に
し
て
新
ら
し
い
世
界
全
榊
成
ず
る
か
が
、
今
日
の
世
界
の
課
凶
て
あ
る
。

「
十
八
佐
紀
は
個
人
的
自
党
の
個
人
主
義
的
時
代
て
あ

今
日
は
真
に
全
世
界
が

一円
J
D
世
界
的
空
間
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

に
立
た
左
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
」

段
々
は
単
な
る
対
立
的
国
家
の
理
念
士
越
え
て
、
新
た
な
る
世
界
構
成
の
哩
念
の
上

ま
た
「
今
日
は
歴
史
発
展
の
結
果
、
単
に
自
己
自
身
医
よ
っ
て
り
み
生
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
我

々
人
間
が
真
に
人
間
的
生
命
日
本
質
と
し
て
歴
史
的
使
命
を
自
覚
す
べ
き
時
が
来
た
の
イ
あ
る
。
」
と
云
わ
れ
て
い
る
。

か
く
創
造
的
世
界
経
済
学
の
立
場
氏
立
っ
て
見
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
人
類
史
は
「
我
」
の
自
覚
闘
争
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
共
に
経
済

創
造
的
世
界
経
済
学
の
世
界
史
的
基
礎

第
八
十
一
巻

才工

第
四
号



創
造
的
世
界
経
済
学
の
世
界
史
的
基
礎

は
「
4
W
」
b
十
日
体
と
す
h
何
世
叩
仰
で
あ
っ
た
。
古
代
に
於
て
は
「
い
え
」
が
自
覚
さ
れ
、
人
々
は
各
々
の
「
い
え
」
に
内
存
し
自
己
の
家

第

八

一

巻

ノ、

第
四
号

回

本
位
に
「
家
我
」
の
立
場
に
立
つ
で
経
済
し
互
に
対
立
し
た
。
中
世
に
於

τ人
々
が
対
象
的
超
越
的
な
も
の
を
自
覚
し
た
と
一
千
っ
と
と

は
、
こ
の
一
対
象
的
我
」
の
立
場
に
服
従
し
た
の
ゼ
あ
る
。
唯
一
人
将
神
は
自
己
本
位

r人
間
に
対
す
る
「
神
我
」
て
あ
り
人
間
は
こ

れ
γ
絶
対
服
従
す
る
。
故
に
こ
の
神
は
他
の
神
に
対
し
て
も
自
己
本
位
に
援
舞
う
。
か
〈
て
基
者
数
の
エ
ホ
パ
の
神
と
回
数
白
ア
ラ
ー

の
神
と
は
、
十
字
軍
の
際
に
於
け
る
が
如
く
、
互
に
対
立
抗
争
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
基
督
教
に
沿
い
て
も
新
教
の
信
徒
と
旧

教
の
信
徒
と
は
神
観
主
呉
に
し
て
互
に
対
立
抗
争
し
た
。
か
く
て
西
欧
西
国
の
歴
史
に
於
て
最
も
散
し
い
闘
争
と
流
血
の
惨
は
、
宗
教

一
戦
争
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
十
年
戦
争
に
於
て
は
、

F
イ

γ
は
全
く
惹
脱
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
主
産
力
も
浪
決
さ
れ
た
。
か

か
る
中
世
の
対
象
的
超
越
的
な
「
神
我
」
よ
り
人
問
が
解
放
さ
れ
て
同
己
に
帰
り
内
在
的
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
近
世
は
、
人
間
の
「
自

我
ー
一
白
闘
争
史
て
あ
る
。
そ
れ
は
月
ミ
ス
に
於
て
は
「
個
人
我
」
て
あ
り
、

一
ス
は
有
産
者
階
殻
白
白
童
生
明
b
か
に
す
る
と
芝
、
こ
れ
に
刻
抗
し
て
無
産
者
階
級
も
白
我
的
に
自
覚
し
て
立
ち
上
ら
な
け
れ
ば

な
b
な
悼
と
と
を
説
h
た
。
階
級
闘
争
と
云
う
己
と
は
、
「
階
級
我
」
と
「
階
級
我
」
と
の
対
立
抗
争
て
あ
る
o

か
く
個
人
が
内
在
的

寸
ル
ク
ス
に
至
コ
て
は
「
階
級
我
」
で
あ
っ
た

T
L
N
F
 

自
我
的
て
あ
り
、
従
っ
て
か
か
る
個
々
人
よ
り
成
る
各
階
級
も
内
在
的
目
我
的
て
あ
る
と
こ
る
の
今
日
の
世
界
に
於
て
は
、
こ
れ

b
の

個
人
並
び
に
階
級
よ

U
形
成
さ
れ
て

h
v
b
乙
こ
ろ
の
各
国
も
ー
ま
た
各
々
内
在
的
自
我
的
た
b
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
て
各
凶
は
自
国

本
位
に
「
国
家
我
」
に
立
っ
て
対
立
抗
争
し

τ
い
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
世
界
は
、
個
々
人
も
各
階
級
も
諸
国
家
も
内
在
的
自
我
的
に

対
立
抗
争
し
て
い
る
世
界
て
あ
り
、
経
済
も
こ
れ

b
自
我
的
た
主
体
に
よ
る
「
我
の
経
済
」
て
あ
る
。

然
ら
ば
、
如
何
に
し
て
こ
れ

b
の
主
体
は
「
自
技
性
」
を
越
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
。
血
族
的
な
「
加
え
」
に
お
い
て
各
個
人
は
白

我
を
超
え
て
自
己
が
そ
こ
に
於
て
生
か
さ
れ
て
い
φ

生
命
の
場
と
し
て
の
「
い
九
」
と
た
っ
て
見
考
え
行
う
て
い
る
の
て
あ
る
。
故
に



日
戸
、
札
は
共
同
体
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
「
能
力
次
第
に
働
い
て
必
要
に
応
じ
て
与
え
ら
れ
る
」
と
云
う
人
間
の
経
済
生
活
の
最
も
具
体

的
だ
共
同
体
的
原
則
が
行
わ
れ
て
い
る
。
而
も
そ
の
成
員
が
事

b
日
家
本
位
に
児
考
え
行
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
家
我
」
の
止
場
J

し
あ

っ
て
家
と
家
と
が
対
立
抗
争
す
る
こ
と
と
た
る
。
己
の
人
々
が
「
家
汰
」
を
越
え
て
冶
各
々
の
つ
い
え
」
が
モ
れ
に
於
て
生
か
さ
れ
て

H
る
と
己
ろ
の
生
命
日
場
と
し

τの
「
〈
に
」
へ
と
河
在
的
に
超
越
し
こ

D

く
に
」
と
な
勺
て
見
考
人
行
う
と
き
、
回
は
共
同
体
と

な
り
そ
こ
に
は
経
済
む
共
同
体
的
原
則
が
国
範
囲
に
行
わ
れ
る
。
こ
れ
広
正
し
く
国
民
共
同
体
経
済
乙
云
わ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
然

し
そ
の
成
員
が
専
ら
白
閏
本
位
に
見
考
え
行
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
我
」
の
立
場
て
あ
っ
亡
、
固
と
国
と
は
対
立
抗
争
せ
ざ
る
を
得

な

w
こ
と
と
な
る
。
と
れ
が
国
家
主
義
的
世
界
て
あ
る
o

己
心
人
々
が
国
我
」
を
越
一
九
て
各
国
が
そ
れ
に
於
て
生
か
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
の
生
命
の
場
と
し
て
の
世
界
へ
内
在
的
に
超
越
す
る
と
き
、
こ
の
世
界
が
共
同
体
と
た
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
「
能
力
次
第
に
働

一
い
て
必
要
に
応
じ
て
与
え

b
れ
る
」
と
云
う
、
人
聞
の
経
済
生
活
の
最
も
具
体
的
な
共
同
体
的
原
則
は
、
世
界
の
全
体
に
一
旦
っ
て
行
わ

れ
る
c

己
の
世
界
共
同
体
に
於
て
は
各
国
は
自
己
の
自
然
宮
淑
を
も
全
人
類
の
為
め
に
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
と
な
る
。
例
へ
ば
地
球
の

大
分
の
一
の
ロ
シ
ア
の
日
比
州
首
相
帆
も
ア
メ
リ
カ
の
モ
れ
も
、
全
人
類
の
た
め
に
働
か
さ
れ
用
い

b
れ
た
け
れ
ば
な

b
な
い
の
で
あ
る
o

か
く
内
在
的
に
超
越
す
る
一
歩
一
歩
は
「
人
間
革
命
」
て
あ
る
。
「
人
間
本
命
」
と
云
う
己
と
は
、
旧
い
人
間
が
新
し
い
人
間
に
な

る
己
と
で
あ
る
。
モ
れ
は
旧
い
考
え
方
の
人
間
が
、
新
し
い
考
え
方
の
人
間
と
な
る
こ
と
て
あ
る
。
己
の
世
界
共
同
体
に
於
亡
は
、
と

れ
ま
で
の
よ
り
狭
い
範
囲
に
於
て
内
在
的
だ
っ
た
人
間
が
、
己
礼
士
て
の
内
在
性
自
我
性
を
超
へ
亡
、
世
界
に
た
っ
て
児
考
え
行
う
に

至
る
の
て
あ
る
。

こ
れ
ま
で
白
人
間
は
、
そ
の
度
に
新
た
に
自
覚
さ
れ
た
主
体
本
位
に
な
っ
亡
見
考
人
行
い
、
経
済
も
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
「
hv
え」

を
自
覚
せ

C

と
さ
「
い
え
」
本
位
に
な
り
、
陪
殺
を
自
覚
ぜ
る
と
き
は
階
級
本
位
に
な
り
、
国
企
自
覚
せ
る
と
き
国
不
位
に
な
っ
て
見

創
造
的
世
界
経
済
学
の
世
界
史
的
立
礎

第
八
十
一
巻

4じ

第
四
号

子主



創
造
的
世
界
経
済
学
の
世
界
史
的
基
礎

第
八
十
一
巻

ノに

第
四
号

〉て

考
人
行
い
経
済
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
モ
れ
は
「
家
政
」
の
立
場
の
経
済
て
あ
り
、
ま
た
「
階
級
我
」
の
立
場
の
経
済
て
あ
り
、
「
国
家

我
」
の
立
場
の
経
済
で
あ
っ
た
。
凡
そ
「
我
」
の
立
場
氏
J4
っ
と
一
戸
う
こ
と
は
、
そ
の
主
体
が
そ
れ
に
治
円
で
あ
る
と
己
ろ
の
生
命
の

場
て
あ
る
世
界
よ
り
自
己
を
抽
出
し
、
こ
の
抽
出
さ
れ
た
白
己
の
立
場
よ
り
自
己
を
抽
出
し
た
世
界
主
対
象
的
に
見
る
D
て
あ
る
。
本

、
、
、
、

来
世
界
に
於
て
あ
る
自
己
を
世
界
よ
り
抽
出
す
る
と
さ
、
我
も
世
界
も
抽
象
的
と
な

b
ざ
る
を
得
な
い
。
か
か
る
我
が
主
体
と
た
っ
て
、

自
己
本
位
に
か
か
る
世
界
を
対
象
と
し
て
見
る
と
き
、
モ
己
に
は
位
界
の
実
相
は
現
わ
れ
得
な
い
。
即
ち
世
界
は
真
に
認
識
さ
れ
得
な

Lぺ
。

こ
の
白
我
的
主
体
が
一
度
自
我
を
否
定
す
る
な

D
ば、

自
己
は
そ
の
ま
ま
位
界
の
中
に
あ
る
も
の
と
し
て
世
界
の
も
の
と
し
て

自
覚
さ
れ
る
。
自
己
は
世
界
よ
り
作

b
れ
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
世
界
全
作
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
の
自
覚
点
て
あ
る
と
共
に
形
成
点

一
て
あ
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
自
己
と
世
界
と
は
弁
証
法
的
に
統
一
さ
れ
て
W
る
も
の
と
し
亡
自
覚
さ
れ
の

で
あ
る
。
即
ち
臼
我
は
白
己
否
定
即
肯
定
と
し
て
世
界
む
も
の
と
な
り
世
界
の
働
さ
と
な
り
、
創
造
的
世
界
D
創
造
的
人
間
と
し
亡
、

ま
た
「
天
下
回
公
器
」
と
し
亡
、
自
覚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
我
を
否
定
す
る
と
芭
は
じ
め
℃
世
界
が
自
覚
さ
れ
、
自
己
は
こ
の
世
界

の
働
き
と
し
亡
自
覚
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
世
界
自
党
的
自
己
に
、
は
じ
め
て
世
界
は
そ
の
実
相
を
示
す
む
て
あ
る
n

か

く

τこ
白
日
己
が
世
界
を
如
実
民
識
る
陀
至
る
と
共
に
医
界
の
働
き
と
し
て
位
界
土
作
る
実
践
主
体
と
た
り
得
る
の
で
あ
る
。

か
く
人
間
史
が
自
覚
の
徹
底
の
歴
史
て
あ
コ
た
と
云
う
こ
と
は
、
ま
た
自
我
を
徹
底
す
る
応
史
で
あ
っ
た
と
云
う
ζ

と
が
出
来
る
。

既
に
見
た
が
如
く
、
人
聞
が
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
自
我
の
立
場
に
立
コ
た
と
云
う
己
と
は
、
そ
れ
が
自
己
白
生
存
に
と
っ
て
必
要
て

あ
っ
た
か
ら
ど
あ
る
。
近
世
に
至
コ
て
国
家
的
自
我
の
立
場
に
立
フ
た
と
云
う
と
と
も
、
モ
う
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
は
じ
め

τ生
き
得

た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
原
子
力
時
代
の
今
日
に
於
い
て
は
最
早
や
「
国
家
我
」
の
立
場
に
立
ツ
て
は
生
き
得
な
悼
の
で
あ
る
。
こ
れ
原

子
力
が
国
家
間
白
戦
争
の
意
義
主
全
〈
変
革
し
た
か

b
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
人
類
史
は
、
自
然
的
本
能
的
な
主
体
の
庇
史
で
あ
っ
た



こ
の
白
戊
的
本
能
的
主
体
の
問
に
暴
ハ
ペ
九
日
用
勺
り
札
山
市
川
に
快
ん
ヤ
ボ
行
わ
れ
か
く
て
生
産
力
が
若
し
く
決
史
さ
れ
た
の
で
あ
る

3

投
一
ピ
)
れ
ま
て
の
人
釘
史
は
白
状
的
本
花
の
歴
史
亡
あ
っ
た
1

乙
共
に
ゆ
哨
」
干
の
歴
史
て
あ
ヮ
た

2

然
日
匂
に
今
や
原
子
力
時
代
に
於
て
は
こ

ブ
け
今
氏
一
」

1

4
n
-

。
戟
/
宇
は
全
人
類
り
破
滅
を
…
f
H
U

味
す
る
こ
と
去
な
っ
た
り
て
あ
る
。
位
に
人
聞
が
生
き
ん
と
す
る
以
上
、
戦
争
を
止
め
占
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
た
っ
た
。
従
っ
て
自
我
的
主
体
の
立
場
を
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
と
な
っ
た
。

か
く
て
今
日
人
聞
が
自
我
性
を
超

え
世
界
的
に
白
党

T
る
と
云
つ
こ
と
は
ー
人
聞
の
利
己
心
に
矛
盾
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
利
己
的
心
を
自
党
的
に
徹
底
す
る
こ
と
あ
る
。

若
し
人
聞
が
、
依
然
と
し
て
自
我
に
執
着
し
て
い
る
た
ら
ば
、
自
滅
せ
ざ
る
を
得
た
い
の
で
あ
る
。
か
く

τ今
日
人
間
が
自
我
性
を
超

凡
世
界
全
自
冗
す
る
に
至
る
と
云
う
こ
と
は
、
人
類
の
必
然
的
な
発
展
方
向
て
あ
る
。
そ
れ
故
に
位
界
は
今
日
の
帝
国
主
義
時
代
よ

D

世
界
共
同
体
へ
と
発
展
し
行
き
、
経
済
は
世
界
共
同
体
経
済
と
な

b
な
け
れ
ば
な

b
な
い
の
で
あ
る

G

四

マ
日
戸
グ
ス
臼
経
済
学
一

ω恨
低
に

H
d
r
E
2
1
5
5己
0
2己】】
h
F
Z

「
哲
学
と
歴
史
」
の
研
究
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
マ
ル
ク
ス
は
、
ス
ミ
ス
を
「
体
大
な
歴
史
家
」
と
一
五
う
て
h
る
。
ま
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
ポ
リ
テ
ィ
カ
』

は
、
ギ
リ

y
干
の
百
余
白
国
家
に
づ
い
て
の
『
ア
一
ア
ネ
ナ
J

人
の
国
家
』
に
於
て
見
ら
れ
る
が
如
き
歴
史
的
研
究
の
上
に
、
立
て
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
に
つ
円
て
の
世
界
史
的
な
研
究
で
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
而
も
こ
れ

b
三
者
に
於
け
る
歴

史
的
研
究
は
、
当
時
の
世
界
史
的
課
題
主
解
決
ぜ
ん
と
す
る
実
践
的
立
場
に
立
つ
て
な
さ
れ

τ
い
る
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
優

礼
た
脊
学
者
て
も
一
ゆ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
世
界
は
、
発
践
し
て
今
日
は
じ
め
て
地
球
の
全
面
に
拡
大
さ
れ
一
に
結
ぼ
れ
た
全
世
界

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
白
原
子
力
時
代
白
経
済
学
は
、
こ
の
全
世
界
士
歴
史
的
に
研
究
す
る
其
の
世
界
史
と
、
こ
れ
を
哲
学
す
る

創
造
的
世
界
経
済
学
の
世
界
史
的
若
礎

第
八
十
一
番
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史
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マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
第
一
巻
が
出
た
の
は
、
明
治
維

新
の
前
年
に
あ
た
る
一
八
六
七
年
で
あ
っ
た
。
故
に
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
基
礎
と
な
っ
た
歴
史
的
研
究
と
哲
学
的
研
究
は
、
今
日
の
世

立
の
「
世
界
哲
学
」
と
の
上
に
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な

b
な
い
の
で
あ
る
。

界
と
は
全
く
異
る
旧
い
世
界
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
今
日
マ
ル
ク
ス
が
生
き
て
い
た
と
す
れ
ば
、
彼
は
乙
の
新

し
い
世
界
史
的
事
実
に
泌
心
し
て
毛
こ
に
新
た
な
世
界
史
の
課
題
主
把
握
し
、
こ
れ
わ
ι
解
決
ナ
ベ
〈
努
力
し
、
そ
の
為
め
に
今
月
の
世

一
界
全
世
界
史
的
に
研
究
し
ま
た
哲
学
ず
る
で
あ
ろ
う
。
と
の
除
、
過
去
の
マ
ル
ク
ス
の
優
れ
た
祈
学
並
び
に
歴
史
研
究
は
、
今
日
の
世

界
哲
学
並
び
に
世
界
史
的
研
究
の
中
に
止
揚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
世
界
の
進
展
と
共
に
刊
界
に
関
す
る
研
究
も
絶
え
ず
進
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
過
去
心
優
れ
た
学
問
的
研
究
は

絶
え
ず
新

2
昨
代
の
学
問
的
研
究
の
中
に
止
揚
さ
わ
乙
れ
を
よ
り
具
体
的
に
発
展
せ
し
め
匂
と
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

r
己
そ

一
瓦
に
創
造
的
志
学
問
的
精
神
が
あ
る
。

A
h
T
テ
イ
プ

マ
ル

F
ス
白
時
代
の
や
一
界
は
、
な
お
荷
欧
本
位
の
世
界
ゼ
あ
っ
て
、
他
は
ト
イ
Y

ピ
ー
の
所
謂
「
土
人
」
と
し
て
見

b
れ
て
h
た
の

て
あ
る
。
か
く
て
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
の
世
界
は
な
一
右
西
洋
的
な
世
界
で
あ
っ
た

Q

然
る
に
例
え
ば
河
上
張
先
生
は
、
西
欧
留
学
中
に

書
か
れ
た
寸
祖
国
を
顧
み
て
』
に
於

τ、
西
洋
文
化
白
形
成
力
に
対
し
京
洋
こ
と
に
日
本
文
化
の
形
成
力
セ
比
一
川
市
し
、
そ
の
各
の
性
格

主
人
間
関
係
に
至
る
ま
で
考
察
し
庇
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
グ
ス
の
世
界
に
は
、
こ
の
東
洋
な
る
も
の
が
欠
如
し
て
い
る
。
か
か

る
一
面
的
な
世
界
に
立
附
し
て
h
る
と
己
ろ
の
マ
ル
グ
見
学
の
巾
に
、
今
回
の
世
界
史
的
課
題
も
こ
れ
を
解
決
す
る
論
理
も
求
め
る
己

と
は
出
来
た
い
の
で
あ
る
。
こ
と
に
第
二
次
大
岐
以
後
の
今
日
の
世
界
に
於
て
は
、
太
来
四

E
的
文
化
問
よ
り
育
成
さ
れ
、
マ
片
夕
日
ハ

主
義
に
よ
っ
℃
新
た
に
建
国
さ
れ
た
ロ
シ
ア
が
、
ア
メ
リ
カ
を
も
凌
何
せ
ん
と
す
る
い
拐
に
あ
わ
ノ
、
京
E
に
於
け
る
中
共
は
、
六
慌
の
民

人
官
有
ず
h
w

大
国
と
し
て
新
興
の
な
気
に
燃
え
て
い
る
。
こ
れ
と
共
に
こ
れ
ま
で
西
欧
諸
国
の
杭
民
地
て
あ
っ
た
7
3
7
・
ア
フ
リ
カ
の



市
川
削
辻
、
治
ん
ど
独
立
し
た

3

か
〈
て
そ
こ
に
は
人
烈
の
古
典
文
化
時
代
以
来
、
そ
れ
"
て
れ
の
文
化
闘
を
形
成
し
来
っ
た
請
の
形
成
力

が
、
人
凸
つ
や
新
た
ぽ
叶
介
の
形
成
民
参
加
し
て
働
い
て
い
る
。
か
く
て
全
陛
界
は
立
に
企
世
界
と
な
ョ
た
の
で
あ
る
。
政
に
己
の
全
世
界
D

-
N
文
化
的
形
成
力
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
今
日
の
世
界
の
課
題
全
解
決
す
る
論
担
士
明
ら
か
に
し
得
る
の
で
あ
る
。

キ
一
陀
界
に
於
げ
る
根
源
的
左
文
化
的
形
成
力
と
し
て
は
、
偶
数
ζ

と
に
仏
教
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
東
亜
日
内
在
的
超
越
的
友
形
成
力

と
、
ォ
グ
ヤ
数
後
に
目
教
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
西
市
止
の
対
象
的
超
越
的
た
令
一
体
主
義
的
志
形
成
力
と
、
ギ

H
Y
ヤ
文
化
後
K
西
欧
文

一
川
ー
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
西
欧
の
内
在
的
な
個
人
主
義
的
な
形
成
力
と
が
区
別
さ
れ
る
。
こ
れ

b
(
U
相
兵
な
る
文
化
形
成
力
は
根
源
的

J
4
具
体
的
な
人
間
的
形
成
刀
が
異
る
環
境
に
於
て
一
一
目
的
に
発
即
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
異
な
る
地
型
的
状
況
に
於

τ成
一
止
し
た
兵
怠
る

京
滋
産
業
に
於
げ
る
異
な
る
人
的
関
係
に
基
礎
付
け
b
れ
て
い
る
も
臼
て
あ
る
。
今
中
己
れ

b
の
諸
文
化
的
形
成
力
が
一
づ
の
世
界
的

空
間
に
於
て
主
に
陵
似
会
返
し
て
共
体
的
な
人
間
的
形
成
力
の
形
成
に
進
与
つ
つ
あ
る
。
而
し
て
己
の
具
体
的
な
人
間
的
形
成
力
こ
モ

が
、
今
日
新
た
な
世
界
全
形
成
す
る
と
と
ろ
の
形
成
力
な
の
で
あ
る
。
故
に
今
日
の
世
界
史
的
課
題
を
解
決
せ
ん
が
為
め
に
は
、
世
界

文
化
史
が
、
か
か
る
全
人
類
的
立
場
に
立
っ
て
研
究
さ
礼
ね
ば
な

b
な
い
の
で
あ
る
。

か
〈
て
さ
き
に
経
済
学
の
課
題
と
論
尽
を
世
界
の
時
代
的
発
展
的
構
造
と
の
関
係
に
於
て
見
た
私
は
、
己
こ
に
は
そ
の
論
理
を
世
界

日
一
請
文
化
問
と
の
関
係
に
於
て
見
る
こ
と
と
す
る
。

山
世
一
り
対
象
的
超
越
的
な
も
の
の
支
配
す
る
全
体
主
義
的
批
界
よ
り
そ
の
下
に
庄
迫
さ
れ
て
い
た
個
々
人
主
解
放
し
内
在
的
に
自
由

「
一
寸
る
経
済
学
全
確
ー
し
た
ス
ミ
ス
は
も
英
国
人
で
あ
っ
た
。
英
国
人
は
問
欧
の
中
に
於
て
も
最
も
個
人
主
義
的
危
国
民
で
あ
っ
て
、

近
世
の
議
会
主
人
前
的
政
体
全
早
く
よ
り
発
展
せ
し
め
完
成
せ
し
め
た
の
も
英
国
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
定
業
革
命
を
大
陸
の
西
欧
諸
国
民

先
立
ヮ
て
必
一
民
せ
し
め
世
界
の
資
本
主
義
的
発
艮
の
先
頭
に
立
ヲ
て
こ
れ
を
指
導
し
た
り
も
英
国
人
ぜ
あ
っ
た
。
こ
り
英
国
が
ス
ミ
ス

創
造
的
世
界
経
済
学
り
世
界
史
的
基
礎

第
八
十
一
巻

部
四
ロ
苛

九



創
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世
界
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学
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界
史
的
基
礎

第
八
十
一
巻

第
四
号
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七
生
ん
だ
と
云
う
こ
と
は
、
正
に
英
国
の
世
界
史
的
地
位
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
英
国
文
化
は
個
々
人
主
的
在
的
に
自
由

化
し
又
は
民
主
化
し
て
近
世
の
世
界
を
進
展
せ
し
む
る
原
動
力
と
在
ヮ
た
の
て
あ
る
。

ス
ミ
マ
ハ
並
に
エ
ミ
旦
に
つ
づ
く
英
国
の
古
典
経
済
学
た
る
も
の
は
、
総
て
、
こ
の
個
人
的
に
内
在
す
る
と
こ
ろ
の
利
己
心
な
る
も
の

の
働
き
に
信
頼
し
た
の
て
あ
っ
一

τ、
各
人
が
自
己
の
利
益
を
追
求
す
る
芯
ら
ば
、
同

b
公
益
が
実
現
す
る
と
云
う
信
念
に
立
脚
し
た
。

既
に
述
べ
た
が
如
く
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
の
廃
史
的
-
叫
題
は
個
々
人
を
内
在
的
に
自
由
化
し
又
は
民
主
化
す
る
と
と
で
あ
っ
た
が
、

か
く
し
て
不
平
司
に
な
っ
て
来
た
経
済
社
会
を
平
等
化
す
る
こ
と
を
、
新
た
に
時
代
の
経
済
学
の
課
題
と
し
、
こ
れ
を
新
な
論
理
に
よ

一
っ
て
解
決
し
た
も
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
マ
ル
ク
ス
て
あ
づ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
二
つ
の
型
が
区
別
さ
れ
得
る

Q

一
つ
は
イ
ザ
ャ
、
ェ
レ
ミ

ァ
、
守
リ
ス
ト
等
旧
約
聖
書
に
見
ら
れ
る
予
言
者
型
て
あ
る
。
他
は
キ
リ
マ
ハ
ト
に
よ
っ
て
神
殴
よ
り
追
い
払
ら
わ
れ
る
商
人
て
あ

P
、

ま
た
シ
エ
グ
ス
ピ
ア
の
『
ず
ェ
ニ
ス
の
商
人
」
に
於
け
る
高
利
貸
シ
ヤ
イ
ロ
y

ク
の
如
き
高
利
貸
型
て
あ
る

Q

マ
ル
ク
ス
が
『
独
仏
年

誌
』
に
会
い
て
、
市
民
社
会
主
批
判
し
て
、
貨
幣
色
神
と
す
る
ユ
〆
ヤ
教
J
-
あ
り
「
哨
物
烹
義
」
て
あ
る
と
す
る
時
、
V

一
の
商
人
型
の

一
-
一
三
人
主
出
は
吟
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
唯
物
主
義
的
社
会
を
人
間
的
社
会
へ
変
革
せ
ん
こ
と

Eζ
彼
向
内
在
、

E
予
言
者
型
の

ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
。
総
て
の
人
間
セ
等
し
く
神
の
創
諸
物
て
あ
る
と
し
て
当
時
の
不
平
等
化
せ
る
社
会
を
変
革
寸
ん
と
し
で
叫
ん
だ
旧

約
屯
書
の
イ
ザ
J

、
エ
レ
ミ

7
等
の
予
言
者
の
人
間
平
等
の
精
神
は
、
主
に
こ
の
マ
ル
ク
ス
に
於
て
見

b
れ
る
の
で
あ
る
。
唯
だ
旧
約

m-
舎
の
干
一
言
者
と
マ
ル
ク
ス
の
異
る
と
己
ろ
は
、
神
4

そ
の
も
の
干
否
定
し
汗
乙

F
て
あ
る
。
九

l
グ
ル
の
『
歴
史
哲
学
』
に
於
て
は
神

は
臼
己
の
計
画

hv世
界
史
的
事
実
と
、
レ
て
実
現
し
己
札
全
世
じ
で
自
己
主
理
解
す
る
と
す
る
己
と
に
よ
っ
て
尚
世
界
史
の
最
高
原
理
と

し
て
保
持
さ
れ
て
い
る
が
、
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ァ
ハ
ば
『
基
杯
設
の
十
品
質
』
に
於
て
神
セ
人
間
の
作
っ
た
も
の
と
し
て
否
定
し
た
。
九

l

F
ル
左
派
よ

b
プ
才
イ
工
ル
パ
ッ
〈
の
唯
物
論
セ
泊
っ
て
白
己
の
哲
学
的
立
場
主
確
立
し
た
青
年
マ
ル
グ
九
に
於
て
は
、
ど
り
神
な
る



も
り
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
而
も
神
の
代
一
百
者
と
し
て
の
予
言
者
が
人
聞
を
平
枕
ー
な
も
の
と
し
ζ

れ
を
平
等
化
せ
ん
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
精

神
コ
マ
ル
ク
ス
の
根
木
的
た
精
神
と
怠
っ
て
い
る
の
て
あ
っ

τ、
伎
は
不
平
等
の
社
会
主
平
等
化
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
以
て
生
涯
の
謀

題
と
し
て
、
こ
れ
に
一
切
の
研
究
を
集
中
し
こ
れ
に
一
切
を
捧
げ
尽
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
彼
の
一
生
日
原
動
力
と
な
り
彼
の
一
生

主
仕
徹
し
た
と
と
ろ
の
も
の
は
、
こ
り
平
等
化
の
約
料
て
あ
っ
た
。
伎
は
一
エ
わ
ば
平
作
化
の
精
神
の
権
化
ゼ
あ
る
。
而
し
て
こ
の
平
等

化
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
無
産
者
独
裁
を
も
是
認
す
る
の
で
あ
る
。
こ
札
は
個
人
の
自
由
を
震
ん
ず
る
西
欧
的
な
文
化
閣
の
形
成
力

と
は
全
く
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
O
。
か
〈
て
マ
ル
ク
ス
主
誌
が
実
現
さ
れ
た
の
も
、
西
欧
の
文
化
闘
て
は
な
く
、
本
来
全
体
主
義
的

7
d
西
亜
的
文
化
と
の
関
速
に
よ
っ

τ作
ら
れ
政
教
一
致
。
ツ
ア
!
の
専
制
主
義
の
下
に
発
展
し
来
っ
た
と
こ
ろ
の
ロ

Z
K於
て
で
あ

一
日
、
そ
こ
に
共
産
党
の
一
独
裁
、
ス
タ

l
リ
y
独
裁
も
安
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
独
裁
の
是
認
は
、
個
々
人
の
内
在
的
た
自
由
を
そ
れ

日
身
目
的
ζ

し
て
尊
重
す
る
悶
欧
主
義
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
を
首
領
と
す
る
西
欧
の
臼
由
国
家
群

と
社
会
主
義
ロ

V
7
の
畑
容
れ
主
い
根
本
的
な
も
の
が
見

b
れ
る
の
で
あ
る
。
何
人
的
自
由
主
義
の
立
場
に
立
つ
も
の
は
、
己
む
独
裁

を
中
世
判
な
全
体
主
義
と
司
一
一
祝
す
る
の
ぞ
あ
る
日
炉
、
そ
、
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
平
等
精
神
七
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
白
目
的

と
す
る
と

r
ろ
は
、
ど
こ
ま
て
も
人
間
関
係
の
一
平
等
化
て
あ
っ

τ、
独
裁
は
こ
白
た
め
の
手
段
と
し
て
是
認
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
珂
一
欧
と
問
亜
の
文
化
閣
に
成
れ
る
論
理
は
既
に
経
済
学
セ
作
っ
た
が
、
今
日
は
東
亜
文
化
圏
に
成
れ
る
論
理
が
明
陀
さ
れ
、
と

ふ
れ
が
同
欧
向
車
の
論
理
念
止
拐
す
る
と
と
に
よ

U
全
人
類
的
友
論
理
を
明
か
に
し
、
と
れ
に
よ
り
全
人
類
的
世
界
を
形
成
す
る
真
に
世

界
川
な
経
済
学
が
作
ら
札
ね
ば
一
ヂ
ロ
た
い
の
で
あ
る
。
故
に
一
県
民
文
化
函
と
そ
こ
に
成
れ
る
論
理
に
つ
い
て
幾
分
考
へ

τ見
ょ
う
。

先
ず
他
り
文
化
聞
に
つ
い
て
一
一
言
す
れ
ば
、
丙
亜
は
酷
熱
の
砂
漠
地
帯
で
あ
っ
て
遊
牧
の
民
が
オ

7
hン
ス
を
求
め
て
闘
争
ぜ
ざ
る
を

得
七
ぽ
か
っ
た
。
か
く
て
人
出
関
係
は
、
全
体
主
義
的
と
な
り
'
て
ど
に
全
体
主
義
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
回
教
等
が
発
展
し
対
象
的
超
越
的
友
論

創
造
的
世
界
経
済
宇
の
世
界
史
的
基
礎

第
八
十
一
巻

第
四
号



川
川
辺
的
目
界
経
済
学
の
世
界
史
的
基
礎

第
八
十
一
巻

四

第
四
号

プ
一
が
成
立
し
た
。
西
欧
の
同
然
は
、
市
川
斗
も
光
品
も
京
市
一
に
比
一
司
れ
ば
道
に
少
な
く
、
そ
れ
は
牧
草
地
帯
て
あ
一
。
。
従
っ
て
そ
こ
に
は

牧
t
M
J
F
f
山
礎
起
業
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
あ
ッ
て
は
人
間
関
係
は
記
に
自
由
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
以
来
個
人
心
合
理
的
文
化
が
発
達
し
、

そ
の
論
理
は
内
在
的
な
も
の
で
あ
る
。

む
つ
水
田
林
作
片
山
瀧
慨
等
の
た
均
に
広
純
聞
に
わ
た
る
共
同
労
働
を
必
要
と
す
る
。
故
に
己
の
地
帯
に
於
て
は
、
人
間
の
本
来
的
た
在

決
N

Q

に
点
亜
は
モ
ン
ス
ン
地
帯
で
あ
っ
て
、
太
陽
の
光
熱
と
雨
量
に
恵
ま
れ
己
と
極
め
て
大
て
あ
り
、
水
田
耕
作
が
普
及
し
て
い

り
方
と
し
て
の
原
始
共
同
体
の
形
態
が
村
落
共
同
体
と
し
亡
保
持
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
中
国
主

P
印
度
に
至
る
東
亜
圏
に
於

τは、

人
円
の
大
部
分
が
村
落
に
定
量
し
て
農
耕
に
従
事
し
て
居
り
、
血
校
的
た
家
の
拡
大
と
し
て
の
村
落
共
同
体
の
生
活
が
人
間
関
係
の
基
一

一
本
的
た
構
造
品
し
て

20

は
b
共
同
体
な
る
も
の
は
血
族
的
な
家
の
拡
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
家
に
於
て
は
、
前
述
せ
し
如
く
、
内
在
的
超
越
的
た
も
の

一
守
山
見
方
考
え
方
即
ち
論
理
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
放
に
こ
の
京
高
よ
り
生
れ
た
正
こ
ろ
の
世
界
的
文
作
は
、
こ
の
「
加
え
」
の

什
在
的
超
M-
仰
な
論
理
和
純
化
拡
充
し
汗
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
儒
教
は
「
修
身
、
斉
家
、
治
問
、
平
天
下
」
を
実
践
せ
ん
と
す
る

校
え
で
あ
っ
て
暴
力
に
工
る
顎
遣
を
否
定
し
f
王
道
の
政
治
世
主
張
す
る
も
の
て
あ
る
。
故
に
ふ
f

円
マ
ル
守
山
y

ズ
ム
も
中
国
に
於
て
毛

沢
苅
手
に
よ
日
間
教
化
さ
れ
主
進
化
さ
れ
人
間
の
自
覚
攻
守
を
重
じ

τ、
ロ

Y
7
r
於
け
る
暴
力
主
義
全
体
主
義
と
は
異
な
っ
た
進
展

を
た

L
つ
つ
あ
品
。
仏
教
は
東
軍
白
内
在
的
起
組
的
だ
論
理
主
段
も
純
化
徹
底
せ
る
も
の
で
、
モ
己
に
於
て
は
人
間
は
「
攻
」
の
迷
を
党

っ
て
自
我
を
否
定
し
て
一
切
を
包
ん
て
生
か
寸
絶
対
の
慈
悲
の
働
者
」
と
な
っ
て
主
き
る
む
て
あ
る
。
か
く
て
内
在
的
超
越
的
左
京
亜
の

文
化
は
、
陀
界
史
の
内
在
的
超
越
的
な
時
代
と
し

τ
の
古
代
セ
代
表
す
る
と
こ
ろ
の
女
化
て
あ
る
が
、
モ
れ
は
今
日
の
世
界
に
と
っ
て

再
び
大
さ
な
芯
義
主
有
す
る
に
至
っ
た
り
で
あ
る
。
今
日
「
我
」
の
対
立
抗
争
に
よ
る
暴
力
に
行
主
詰
ま
れ
る
西
洋
文
明
の
形
成
力
は
、



こ
の
東
盟
の
内
在
的
道
越
的
た
形
成
力
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
新
た
た
全
人
類
的
世
界
の
形
成
カ
に
高
め

ら
れ
~
匂
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
経
済
的
に
も
、
全
人
組
が
「
能
力
次
第
に
働
い
て
必
史
に
応
じ
て
与
え
ら
れ
る
」
と
と
ろ
の
全
人
類
的

経
済
共
同
体
-
か
実
現
さ
れ
得
る
に
至
る
の
て
あ
る
。
今
日
印
度
の
、
不
l
hげ
が
ア
メ
リ
カ
を
先
頭
と
す
る
自
由
国
家
群
に
対
し
て
、
中
国

。
毛
沢
東
一
日
ソ
連
士
先
頭
?
こ
す
る
社
会
主
義
国
家
詳
説
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
対
し
て
、
最
も
大
き
な
発
言
力
主
有
す
る
こ
と
は
、

一
見
奇
な
る
が
如
く
に
し
て
偶
然
て
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
一
東
亜
の
内
在
的
超
越
な
論
理
の
意
義
を
、
今
や
世
界
が
新
ら
た
に
自
覚

し
う
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

而
も
今
日
目
世
界
史
的
課
閣
は
、
単
に
内
存
的
超
越
的
な
論
浬
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
得
る
も
の
て
は
な
く
、
こ
の
立
場
よ
り
西
欧
の

内
在
的
向
発
的
実
践
的
な
論
理
主
も
百
班
の
対
象
的
超
越
的
な
論
既
を
も
止
揚
し
た
と
こ
ろ
日
最
も
具
体
的
な
人
間
的
論
理
又
は
全
人

照
的
論
即
一
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
解
決
し
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
を
経
済
一
千
に
つ
い
て
云
え
ば
、
自
由
化
の
西
欧
的
経
済
学
を
止
揚

一
し
て
平
等
化
三
日
直
的
経
済
学
が
成
立
し
吐
が
郁
ベ
、
己
の
両
経
済
学
を
東
亜
の
内
在
的
超
拭
的
友
論
理
の
立
場
よ
り
止
揚
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
世
界
的
全
一
人
類
的
な
経
済
学
が
成
立
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

然
ら
は
か
か
る
経
済
学
の
成
立
に
最
も
適
当
な
交
化
場
は
、
内
在
的
超
越
的
な
京
国
文
化
十
土
山
門
と
し
、
そ
の
l
h

に
向
由
什
の
西
欧

的
文
化
'F
平
咋
化
の
同
刊
的
訴
済
学
と
が
既
に
隈
取
さ
れ
て
い
る
日
一
不
の
文
化
場
イ
あ
る
。
欧
米
並
び
に
回
直
に
は
内
在
的
超
越
的
た

主
化
が
欠
加
し
て
L

滑
り
、
市
川
亙
諸
国
に
は
一
四
欧
白
土
化
が
日
本
に
於
け
る
ほ
と
学
問
的
主
て
に
は
摂
取
さ
れ
て
い
な
い
。
只
だ
日
京
の

み
は
、
早
く
か
ら
東
亜
日
内
在
的
超
越
的
文
化
を
摂
取
し
て
身
に
つ
け
、
明
治
維
新
以
来
は
軟
米
の
文
明
並
び
に
経
済
学
を
受
け
入
れ

τ欧
米
諸
国
と
対
号
た
地
位
に
ま
て
高
ま
り
得
た
只
一
の
困
で
あ
る
が
、
更

r第
一
次
大
戦
後
に
於
て
は
河
上
肇
先
生
を
指
草
者
と
し

て
マ
ル
グ
一
ス
主
義
経
済
学
が
摂
取
さ
れ
世
界
て
も
稀
な
マ
ル
グ
ス
主
義
研
究
国
と
な
っ
た
。
而
も
河
土
器
先
生
は
、
早
く
東
亜
の
内
在
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四

的
超
越
的
左
前
即
に
よ
り
「
天
下
の
公
器
」
と
し
て
白
自
党
に
立
ヲ
て
、
古
典
学
派
、
人
道
学
派
、
マ
ル
グ
ス
学
派
等
の
経
済
学
の
研

究
に
没
頭
し
、
遂
に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
実
践
に
立
た
れ
た
。
か
〈
て
河
土
先
生
に
於
て
は
、
東
亜
の
内
在
的
超
越
的
論
理
が
経
済
学
と

は
じ
め

τ実
践
的
に
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
四
回
幾
多
郎
先
生
に
於
て
は
、
京
市
志
内
在
的
超
越
的
た
論
理
を
根
底
と
し
て
他

円
以
諭
恐
が
止
拐
さ
札
℃
具
体
的
な
人
間
的
論
理
と
し
て
の
創
造
的
世
界
の
論
理
が
は
じ
め
て
似
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
今
日
の

日
本
に
於

τ世
界
史
的
課
題
全
解
決
す
べ
き
具
体
的
論
飢
は
準
備
さ
れ
た
の
て
あ
る
。
か
く
て
両
先
党
者
の
偉
大
在
学
問
的
結
神
に
学

ん
で
、
全
人
類
的
な
世
界
経
済
学
を
確
立
す
る
こ
乙
が
、
今
平
目
木
の
経
済
学
者
の
世
堺
史
的
使
命
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。

五

こ
の
「
創
造
的
世
界
経
済
学
序
説
」
を
終
る
に
当
り
、
以
上
述
べ
来
っ
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
↑
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
創
造
的
世
界
経
済

円
一
寸
去
る
も
の
の
性
格
を
、

的
圧
迫
よ
り
解
放
宵
れ
て
自
発
的
実
践
的
と
た
れ
る
♂
札
刊
的
主
体
が
自
我
的
て
あ
る
が
故
に
暴
力
的
に
対
立
抗
品
す
る
と
と
に
よ
っ
て

行
者
読
ま
れ
る
今
日
の
世
界
を
博
没
的
在
世
界
に
変
平
寸
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
今
中
恭
力
よ
り
の
解
放
と
云
う
こ
と
が
世
界

一
応
明
ら
か
に
し
て
程
タ
度
い
と
思
う
。
創
造
的
世
界
経
済
学
は
、
既
に
述
ベ
た
如
く
、
中
日
の
全
体
主
義

史
的
課
凶
て
あ
り
立
の
平
和
た
世
界
。
炉
実
現
さ
れ
た
け
れ
ば
な

b
た
い
の
で
あ
る
。
と
の
立
場
に
立
つ
亡
人
類
歴
史
を
か
え

b
み
。
ー
と

宝
、
人
類
歴
史
は
暴
力
的
闘
争
の
歴
史
て
あ
っ
た
。
市
も
戦
争
手
段
は
経
済
的
生
政
手
段
と
同
様
に
道
具
と
人
力
よ
り
機
械
と
物
院
刀

に
進
ん
だ
。
こ
の
機
械
は
飛
行
機
俸
に
而
し
て
物
陀
力
は
遂

r原
子
力
に
ま
て
発
達
し
た
。

か
く
て
各
国
家
心
巨
大
な
財
政
支
出
の
大

部
分
は
戦
争
の
為
め
に
用
い
口
れ
る
乙
と
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
矛
貨
に
於
て
巨
大
な
支
出
の
六
割
四
分
は
戦
争
の
為
め
に
一
旧
し

τ

一
度
戦
争
が
起
れ
ば
、
そ
の
破
壊
力
は
人
類
と
人
類
文
化
の
一
切
を
破
壊
し
尽
き

福
祉
の
為
め
に
は
僅
か
二
割
が
当

τ
bれ
τ
M
る。



ず
に
は
お
か
な
い
勢
に
あ
る
。
こ
の
喰
争
を
防
止
ナ
hv

為
め
と
云
わ
れ
て
い
る
戦
争
準
備
の
為
め
に
、
今
日
全
世
界

ω生
産
力
の
大
部

分
が
浪
摂
さ
れ
つ
フ
あ
る
の
て
あ
る
。
可
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義
社
会
士
批
判
し
亡
、
相
団
結
し
て
自
然
に
対
し
最
小
の
労
裂
を
も
っ

て
経
済
企
営
む
べ
き
人
類
が
、
階
級
的
闘
争
の
治
め
に
生
産
力
を
無
用
に
浪
孜
し
と
い
る
と
し
て
、
こ
の
階
級
闘
争
の
な
い
合
理
化
さ

れ
た
経
済
を
土
台
と
し
そ
の
上
に
人
間
的
能
力
が
十
分
に
発
禅
な
さ
れ
る
と
と
を
以
て
伎
の
「
人
間
的
社
会
」
て
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ

の
「
自
由
の
国
」
の
構
造
を
考
え
た
の
で
あ

ο
が
、
井
、
の
後
戦
争
技
術
が
若
し
く
発
注
し
た
今
日
臼
此
界
に
於
て
は
、
人
類
の
生
産
力

一
を
汎
貸
し
つ
づ
あ
る
こ
と
最
も
大
L

な
る
も
の
は
、
仙
川
山
口
て
あ
目
。
。
毛
沢
東
は
「
矛
附
諭
』
に
於
て
、
主
た
る
矛
同
と
従
た
る
矛
盾
を
区

別
し
主
た
る
矛
盾
心
解
決
が
仙
の
矛
盾
主
解
決
す
る
に
至
る
一
」
と
セ
述
べ
て
や
る
が
、
戦
争
こ
そ
が
今
日
の
世
界
心
主
た
る
矛
盾
て
あ

る
。
我
々
は
こ
の
矛
盾
心
解
決
を
第
一
と
す
の
と
き
、
仙
の
矛
盾
も
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
て
あ
る
。
今
日
目
吐
界
の
解
決
ナ
ベ

主
課
題
は
広
く
「
氏
」
白
対
立
抗
争
の
矛
日
て
あ
一
Q
O

国
家
間
の
吹
A
T
は
国
家
我
の
対
立
山
江
戸
叩
て
あ
り
、
階
級
闘
争
は
階
殺
我
の
対
立

抗
争
て
あ
り
、
ュ
の
手
段
と
し
て
暴
力
が
用
い
ら
れ
る
の
守
あ
る
。
而
も
戦
争
は
班
え
階
級
闘
争
の
名
に
於

τ
是
認
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
有
引
人
以
米
円
一
山
に
快
ん
ツ
を
当
然
の
事
と
し
て
来
た
人
以
に
と
っ
て
戦
争
技
術
が
人
類
の
破
滅
主
意
味
す
る
に
至
っ
た
今
日
、
は
じ
め

て
峨
告
」
の
な
い
立
の
平
和
の
世
界
に
生
さ
る
こ
と
が
絶
対
的
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ζ

の
平
和
の
世
界
に
於
て
は
じ
め
て
、
人
類

の
全
生
唯
一
力
は
全
一
人
矧
の
瓦
に
人
間
的
な
生
活
の
為
め
に

rm瓜
さ
れ
件
。
の
で
あ
る
。
口
取
小
の
労
費
全
以
て
最
大
の
効
用
と
一
五
う
経
済

原
則
も
、
こ
こ
に
至
っ
て
は
じ
め
て
人
類
が
合
体
と
し
て
実
現
し
得
る
に
至
る
の
て
あ
る
。

一
一
川
も
こ
の
み
7

日
の
世
界
史
的
矛
屑
は
主
体
の
日
我
性
に
恨
ざ
せ
る
も
の
ゼ
あ
る
が
故
に
、
人
間
が
自
我
を
越
え
て
世
界
に
な
ワ
て
見

考
え
行
う
に
歪
b
た
い
限
り
、
と
乱
世
根
本
的
に
解
決
す
-
Q

こ
と
は
出
来
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
見
方
考
え
方
が
内
在
的
競
越
の
論
盟

て
あ
り

「
天
下
の
公
益
」
の
論
理
て
あ
り
超
包
の
諭
斑
て
あ
り
、
ま
た
自
我
を
苔
定
し
て
世
界
の
働
さ
と
た
っ
て
働
〈
と
己
ろ
の
芥

創
造
的
世
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史
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定
即
肯
定
の
論
理
て
あ
る
。
こ
れ
ま
子
一
日
政
木
位
に
生
き
た
人
間
が
、
自
我
を
超
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
が
そ
と
に
於
て
生
か
さ

れ
て
い
る
生
命
の
場
と
し
て
の
国
界
キ
目
党
し
、
こ
の
陀
界
に
た
っ
て
見
考
え
行
い
世
界
の
働
き
と
た
る
の
で
あ
る
。
か
〈

τと
れ
ま

J

の
主
体
的
品
押
一
が
場
所
的
論
即
に
コ
ベ
ル
ユ
グ
ス
的
伝
換
士
た
す
の
で
あ
る
。
而
も
か
〈
の
如
き
内
在
的
超
越
の
論
浬
は
、
己
れ
ま

イ
一
経
済
学
が
そ
と
に
成
立
し
た
と
こ
ろ
の
又
化
闘
に
は
な
か
っ
た
の
て
あ
っ
て
、
そ
れ
は
根
本
陀
於

τ東
盟
の
大
乗
仏
教
の
論
理
が
明

了
り
ー
か
に
し
た
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
D
大
手
一
の
ん
川
埋
が
凶
欧
の
自
発
的
実
践
的
な
主
休
の
論
理
主
止
揚
す
る
と
さ
、
こ
こ
に
は
じ

め
て
全
人
類
的
な
最
も
具
体
的
な
諭
匝
が
確
立
し
件
る
の
で
あ
る
。
こ
の
全
人
照
的
論
児
を
も
っ
て
こ
そ
、
全
人
類
的
な
「
人
間
的
世

界
」
ポ
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
人
続
的
共
同
休
於
て
「
抱
力
次
第
に
倒
さ
必
廷
に
応
じ
て
与
え
ら
れ
る
」
と
一
一
ム
う
、
人
間
の
回
収

も
具
体
的
た
経
済
生
活
白
原
浬
、
そ
し
て
こ
れ
乙
と
が
経
済
的
な
博
愛
の
原
則
ゼ
あ
る
が
、
全
人
類
的
範
囲
に
一
旦
っ
て
実
乳
し
得
る
に

至
る
の
で
あ
る
。
己
の
原
則
が
実
引
き
札
た
陛
界
こ
そ
経
済
的
に
も
博
愛
の
吐
界
て
あ
づ
て
、
官
ハ
の
平
和
な
世
界
て
あ
る
。

か
か
る
世
界
共
同
体
に
至
る
た
め
陀
は
、
先
づ
谷
同
が
問
内
に
於
て
、
国
民
の
各
人
が
「
能
力
次
第
忙
働
い
て
必
要
に
応
じ
て
与
え

一
ら
れ
る
」
円
借
〈
的
た
経
済
庶
則
を
実
現
し
託
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
も
こ
の
た
め
に
は
、
各
人
は
「
自
我
」
を
超
え
、
「
家
政
」
を
越

え
て
、
国
に
な
っ
て
見
考
え
行
う
に
五

b
な
け
れ
ば
な

b
な
い
。
か
く
し
て
悶
民
共
同
体
が
実
現
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
各
人
が

白
状
的
に
自
己
の
利
益
木
位
に
経
済
的
に
行
動
十
る
こ
と
士
駅
犯
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
所
間
ヶ
イ
V
J

ズ
非
命
士
実
現
し
つ
つ
あ
る
今

日
の
ア
メ
リ
カ
に
於
て
も
変
ら
な
い
。
故
に
資
木
、
主
義
同
家
も
、
か
か
る
国
民
共
同
体
に
向
ヲ

τ変
本
し
行
〈
こ
と
を
国
家
の
経
済
政

況
の
最
河
川
一
指
況
原
理
と
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
世
叫
心
資
本
主
義
諸
国
は
、
ジ
ュ
ム
ペ
グ
の
云
へ
る
如
く
事
実
そ
心

方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
の
そ
あ
る
が
、
然
し
こ
れ
色
世
界
共
同
体
山
、
む
過
渡
期
乙
し
て
自
覚
し
、
自
党
的
に
そ
の
方
向
へ
進
展
せ
し
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
社
会
主
義
諸
国
と
臨
も
、
自
国
を
常
に
世
界
共
同
体
の
成
H
H
に
な
る
べ
き
も
の
と
し

τ自
覚
し
て
い
な
け
れ



ぱ
、
ソ
ず
工
ト
・
ロ
シ
ヤ
に
於
で
見
ら
れ
た
が
如
く
、
日
間
本
位
に
陥
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
自
国
本
位
の
行
副
を
世
界
本
伎
の

行
引
に
発
民
せ
し
め
て
、
は
じ
め
て
世
界
共
同
体
の
一
貝
と
た
り
刊
行
る
の
子
一
あ
司
令
。

か
く
て
所
界
の
各
国
民
は
、
社
会
主
義
国
家
た
る
と
資
木
主
義
同
家
た
る
と
新
聞
問
問
た
る
と
に
拘
ら
ず
、
世
界
共
同
体
実
況
の
白
党

九
中
京
礎
と
じ
て
自
国
守
共
同
体
的
に
形
成
し
た
が
ら
世
界
共
同
休
心
実
現
に
協
力
し
た
け
れ
ば
な

b
な
い
。
而
し
て
各
闘
が
共
同
体
化

す
る
担
任
、
こ
れ
を
成

A
と
す
る
廿
界
壮
一
府
共
同
体
化
し
、
世
以
が
共
日
体
化
す
る
軒
、
}
し
れ
を
基
礎
と
し
て
各
国
は
一
周
共
体
的
に

共
同
体
化
ず
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
ず
国
民
共
同
体
と
世
界
共
同
体
と
は
相
五
に
倒
さ
ん
川
ふ
て
愈
A

具
体
的
な
共
同
体
と
な
っ
亡
行
く
。

ユ
こ
に
は
日
扶
的
木
能
的
た
岡
山
車
問
の
対
立
も
自
然
的
木
能
的
な
附
級
問
の
対
立
も
あ
り
得
な
い
こ
と
と
な
る
の
一
て
あ
る
。

か
〈
て
所
界
共
同
体
は
か
か
る
「
人
間
草
命
」
と
共
に
y

し
れ
に
相
応
す
る
「
球
境
革
命
L

に
上
っ
て
実
現
し
て
行
〈
。
と
の
共
同
体

に
於
イ
一
は
、
こ
れ
ま
で
人
知
の
生
産
力
を
浪
費
L
破
壊
し
人
間
日
粘
仰
を
苦
し
め
た
と
こ
ろ
の
戦
叩
と
共
に
階
級
闘
争
も
な
く
な
る
か

ら
、
全
人
瓶
の
自
由
な
自
発
的
な
主
体
の
活
動
は
笹
川
的
的
止
一
泣
刈
の
総
て
を
平
山
叩
引
に
全
人
知
の
人
間
的
生
活
の
向
上
と
発
肢
と
の
為
の

に
川
い
る
と
こ
ろ
の
朴
悶
立
に
世
界
の
経
済
計
凹
む
『
Y
て
、
こ
れ
主
白
由
な
白
府
心
的
な
主
体
心
治
則
に
よ
っ
て
実
現
し
、
と
り
経
済
的

以
礎
の
上
に
給
ベ

τの
人
々
が
「
そ
れ
円
身
目
的
と
し
て
の
人
間
的
指
力
L

て
あ
る
と
こ
ろ
の
十
日
普
美
型
の
価
値
忠
誠
世
十
分
に
設
い
、

-
l

一
れ
ら
一
の
価
値
を
創
造
し
一
千
受
し
川
町
る
に
至
る
の
て
あ
日
。
か
く
て
そ
れ
は
、
自
由
・
平
等
・
円
変
の
一
世
界
て
あ
白
、
瓦
善
美
型
の
吐

界
て
あ
る
。
ス
ミ
ス
の
経
済
学
は
自
由
の
経
済
学
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
は
平
等
の
経
済
学
で
あ
っ
た
が
、
己
の
新
な
世
界
全

実
現
ナ
る
乙
こ
ろ
の
経
済
坐
は
、
自
由
・
平
等
・
陪
安
心
世
界
経
済
学
ゼ
あ
る
。

以
ヒ
の
序
説
セ
前
提
と
し
て
、
経
済
哲
学
、
陀
以
後
済
記
惣
史
、
並
に
柑
開

J

叫
山
学
の
祐
部
門
が
確
止
吉
れ
ね
ば
な
口
な
い
。

仰

向

第

二

O
頁。
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(
 
西
田
幾
多
郎
人
君
主
別
巻
六
補
泣
釘
じ
瓦
。

創
造
的
位
界
経
済
学
の
世
界
史
的
基
礎

第
八
十
一
巻

九
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